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 日本における加速器科学の研究拠点
 通称：高エネ機構・ＫＥＫ

 キャンパスは茨城県内2カ所（つくばキャンパス、東海キャンパス）

 2008年には小林 誠KEK特別栄誉教授がノーベル物理学賞受賞

 目的：
 高エネルギー加速器を用いた素粒子・原子核に関する研究、生命体を含む物質の構造・機能に関す
る研究、加速器の性能向上に関する研究および基盤技術に関する研究を行う

高エネルギー加速器研究機構とは
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つくばキャンパス

電子・陽電子・
光を用いた研究。

東京デズニー
リゾートと同じ
面積の敷地

東海キャンパス

陽子・中性子・
ミューオン・
ニュートリノを
用いた研究。

J-PARC

日本原子力研究開発機構
との共同運営



 大学共同利用機関として設置された組織

 国内の大学生・大学院生が研究に利用する実験設備を構える

 年間の共同利用実験数は約1000件

 総合研究大学院大学の中核基盤機関

 加速器科学専攻、物質構造科学専攻、素粒子原子核専攻におい
て、大学院教育を展開。新しい時代の研究者を養成

 国際協力による基礎科学の発展

 欧州合同原子核研究機関（CERN)と米フェルミ国立加速器研究所
（FNAL)とともに加速器科学の三大拠点の一つ

設置されている加速器の例



LHC 実験とコンピューティング
LHC実験（CERN, Geneva) Higgs 粒子の発見⇒2013年ノーベル物理学賞（理論）

2012/7/3 CERN 所長 http://gstat2.grid.sinica.edu.tw/gstat/geo/openlayers#/WLCG_TIER/ALL

連携する Grid センター

CERN.ch



LHC 実験とコンピューティング
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 巨大共同利用実験(ATLAS)

 38カ国、176機関、3000人

 日本国内 : 17機関、150名

 膨大な実験データ

+ 比較用シミュレーションデータ

 30PB(CERN), 150PB(世界)

 数十万 CORES

 常時15万ジョブ

 データ保持・転送の階層化(Tier-0, -1,-2,-3)

 Tier-0(1:CERN)

 Tier-1(13 sits)

 強力なネットワーク
 LHCOPN (Private network)

 LHCONE (LHC Open Network 
Environment)

 データ民主主義

 共同研究者が同等にデータへのアクセスが
可能

 共同研究、学術インフラのあり方に

大きな変化

http://www.isgtw.org/feature/how-grid-computing-helped-cern-hunt-higgs

Large Hadron Collider Optical Private Network 
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Belle 実験からBelle II 実験へ
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KEK

原隆宣

2014/5/29



Belle 実験
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実験データの
一極集中
から

KEK

原隆宣
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Belle II 実験
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実験
データの
分散共有
へ

KEK

原隆宣
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Belle II 実験
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実験解析
の階層
構造

ネットワー
クインフラ
が

不可欠

KEK

原隆宣
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ILC(International Linear Collider) 計画
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

KEK

宮本彰也

Technical Design Report
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ILC(International Linear Collider) 計画
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KEK

宮本彰也
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ILC(International Linear Collider) 計画
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KEK

宮本彰也
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ILC(International Linear Collider) 計画
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KEK

宮本彰也
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数値物理 : JLDG (Japan Lattice Data Grid)
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筑波大学
吉江友照

Lattice QCD （素粒子理論）
シミュレーションデータの共有
• 国内9機関
• SINET L3VPN 上に構築
• ILDG (International Lattice 

Data Grid) と連携

データ共有は 2002 から
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数値物理
ILDG (International Lattice Data Grid)
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筑波大学
吉江友照
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SINET5 に期待すること
 SINET : 日本の安定した学術情報基盤

 SINET なしには、高エネルギー物理学（大規模国際共同研究）は成り立たない

 ネットワークインフラ : 国際競争力の最も基本的戦略物資

 諸外国に見劣りしない国内ネットワーク
国内の共同研究基盤

 対米に加えて、対ヨーロッパ、対アジア
実効ある国際共同研究

 データストレージ + CPU : グリッド、クラウド
 データの局所的存在 ⇒偏在化

 大量データと高速ネットワークと計算システムはともにある

 非常時の対応も含めた安全性が不可欠

 セキュリティ対策 : 急速に（特に人の）コストが増大
 急速な（攻撃法の）技術変化 : ばらばらなサイト毎の対応は困難

 緊急事態 : （調査だけでも）様々なサービス・機能が停止

 機械的な仕掛けだけでは不十分 : 各個人の「常識」の育成
 例えば、認証情報や電子証明書の取り扱い、マルウェア対応

 組織を超えた人のネットワークは極めて重要
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